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  〈
要
旨
〉

本
稿
で
は
、
日
本
版General Social Surveys

（JGSS2003

）
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
相
談

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
勤
続
三
年
以
下
の
新
入
社
員
の
仕
事
満
足
度
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
分
析

す
る
。
こ
の
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
新
し
い
役
割
に
移
行
し
た
後
の
適
応
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
造
が
与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
。

新
し
い
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
う
え
で
重
要
と
な
る
の
は
、
個
人
が
日
常
的

に
接
す
る
周
囲
の
人
び
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
移
動
者
の
社
会
統
合
を
左
右
す
る
の
は
移
動

後
の
交
友
関
係
で
あ
る
（Blau 1956

）。

組
織
社
会
化
、
環
境
移
行
、
離
婚
後
の
適
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
先
行
研
究
か
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
造
的
特
徴
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
）
と
仕

事
満
足
度
の
関
連
に
つ
い
て
三
つ
の
仮
説
を
導
い
た
。
分
析
の
結
果
、「
役
割
移
行
後
し
ば
ら

く
の
あ
い
だ
は
、
職
場
内
外
両
方
に
相
談
相
手
を
も
つ
複
合
的
な
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ

ほ
う
が
、
新
し
い
職
場
へ
の
適
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
仕
事
満
足
度
も
高
い
」
と
い
う
環
境

移
行
研
究
に
も
と
づ
く
仮
説
２
が
裏
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
し
い
役
割
へ
の
移
行
後
は
、
役
割
移
行
前
か
ら
の
対
人
関
係
を
維
持
し

な
が
ら
、
新
た
な
役
割
関
係
に
あ
る
他
者
を
含
み
こ
む
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る

こ
と
で
、
適
応
が
促
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

移
行
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
、
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
職
業
移
動
、
新
入
社
員

宮
田　

尚
子

新
入
社
員
の
仕
事
満
足
度
の
要
因
分
析

―
役
割
移
行
後
の
適
応
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
影
響
―

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
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一
　
は
じ
め
に

　
　
一
・
一
　
問
題
の
背
景

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
若
年
労
働
市
場
の
不
安
定
な
状
況
を
背
景
に
、
青
年

か
ら
成
人
へ
の
移
行
の
困
難
性
や
多
様
性
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
近
年

の
若
年
労
働
市
場
の
特
徴
と
し
て
は
、
学
校
か
ら
職
業
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
な

い
若
者
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
数
年
の
景
気
回
復
に
と
も
な
っ
て
少
し
改
善

が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
深
刻
な
経
済
不
況
か
ら
く
る
就
職
難
に
よ
っ
て
、
学
校
卒
業

後
に
正
社
員
に
な
ら
ず
、
あ
る
い
は
な
り
た
く
て
も
正
社
員
に
な
れ
ず
フ
リ
ー
タ
ー

や
派
遣
労
働
者
な
ど
不
安
定
な
雇
用
で
働
く
若
者
は
依
然
と
し
て
多
い
。
そ
の
一
方

で
、
厳
し
い
雇
用
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
仕
事
を
離
れ
る
若
者
も
多
い
。
実
際
、
正

規
雇
用
の
職
を
早
期
離
職
し
て
非
正
規
雇
用
へ
移
動
す
る
者
が
一
定
数
存
在
し
、
近

年
そ
の
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
（
厚
生
労
働
省 
二
〇
〇
六
）。
熊
沢
誠
は
こ
の
点
に

注
目
し
、
正
社
員
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
を
地
続
き
の
存
在
と
し
て
と
ら
え
、
職

場
へ
の
定
着
、
い
い
か
え
れ
ば
正
社
員
の
入
職
後
の
就
労
継
続
を
む
ず
か
し
く
し
て

い
る
職
場
の
状
況
も
視
野
に
入
れ
た
就
業
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る

（
熊
沢 

二
〇
〇
六
、 

二
〇
〇
七
）。
正
社
員
の
仕
事
に
就
職
し
た
後
、
離
転
職
に
よ
っ

て
非
正
規
雇
用
へ
移
動
す
る
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
正
社
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と

が
職
業
的
な
安
定
性
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
若
年
層
に
お
け
る
離
転
職
率
の
高
さ
は
今
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
産

業
社
会
と
呼
ば
れ
る
社
会
で
は
若
年
期
の
頻
繁
な
離
転
職
は
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
現

象
で
あ
り
、「
適
職
」
探
索
過
程
と
し
て
社
会
的
に
容
認
さ
れ
て
き
た
（
石
川
・
田

島
編 

一
九
九
九
）。
離
転
職
率
は
一
般
に
、
労
働
力
需
要
が
増
大
す
る
好
況
期
に
上

昇
し
、
需
要
が
減
少
す
る
不
況
期
に
は
低
下
す
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
の
景

気
後
退
期
に
は
、
新
規
学
卒
者
の
早
期
離
職
率
は
高
い
水
準
を
維
持
し
つ
づ
け
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
若
者
の
就
業
意
識
の
変
化
や
仕
事
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
と
い
う

（
黒
澤
・
玄
田 

二
〇
〇
一
、 

青
谷
・
三
宅 

二
〇
〇
五
）。
そ
れ
に
加
え
、
産
業
構
造

の
変
化
や
成
果
主
義
の
導
入
と
い
っ
た
企
業
の
人
事
管
理
制
度
の
変
化
も
要
因
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構 

二
〇
〇
七
）。
そ
の
よ
う
な
労
働
環

境
の
も
と
で
は
、
新
入
社
員
も
即
戦
力
と
み
な
さ
れ
、
過
重
な
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
同
僚
が
競
争
相
手
と
な
る
た
め
に
職
場
の
人
間
関
係
が
緊
張
し

た
も
の
と
な
る
（
熊
沢 

二
〇
〇
七
）。
そ
の
結
果
、
不
適
応
を
起
こ
し
離
職
す
る
場

合
も
あ
る
（
道
谷 

二
〇
〇
七
）。
こ
の
こ
と
は
、
入
職
前
に
仕
事
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

解
消
し
て
適
職
に
就
く
こ
と
が
、
必
ず
し
も
早
期
に
お
け
る
離
転
職
を
食
い
止
め
正

社
員
と
し
て
の
定
着
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
職
業
生
活
の
安
定
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
移
行

前
の
過
程
だ
け
で
な
く
、
移
行
後
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
一
・
二
　
目
的

入
職
、
転
職
は
、
そ
の
後
の
職
業
経
歴
に
も
か
か
わ
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
職
業
移
動
は
、
結
婚
や
出
産
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
同
様
、
個
人

の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
形
づ
く
り
方
向
づ
け
る
（G

eorge 1993

、
今
津 

二
〇
〇
八
）。

特
に
、
若
年
期
に
お
け
る
職
業
の
安
定
性
は
、
そ
の
後
に
経
験
す
る
こ
と
を
社
会
的

に
期
待
さ
れ
、
本
人
も
そ
れ
を
予
期
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
家
族
形
成
に
か
か
わ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
職
業
生
活
に
お
け
る
安
定
性
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
労
働
市
場
の
み

な
ら
ず
、
家
族
に
お
け
る
自
立
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
職
業
移
動
は
学
生
か
ら
社
会
人
へ
、
あ
る
い
は
Ａ
社
の
社
員
か
ら
Ｂ
社
の
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社
員
へ
と
役
割
が
変
化
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、入
職
や
転
職
は
、

個
人
が
人
生
の
な
か
で
遭
遇
す
る
役
割
変
化
の
一
局
面
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
役
割
が
変
化
す
る
と
、
新
し
い
関
係
性
が
生
ま
れ
る
一
方
で
、
古
い
も
の
が
希

薄
に
な
る
傾
向
が
あ
り
（A

llan 1989=

一
九
九
三
）、
友
人
関
係
や
親
と
の
関
係
と

い
っ
た
対
人
関
係
に
も
変
化
が
起
こ
る
。
実
際
、
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
正
社
員
に
就

い
た
若
者
に
友
人
と
の
関
係
の
変
化
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
卒
業
後
二
年
目
の
時
点
に

友
人
と
「
疎
遠
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
答
え
た
者
の
割
合
は
、
男
女
と
も
半
数
を
上

回
っ
て
い
た
（
大
久
保
編 
二
〇
〇
一
）。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
人
の
地
位
の
変
化
は
、

友
情
の
変
化
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
友
人
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
と
承
認
を
与
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
や
保
持
に
お
い
て
重
要
な
役

目
を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
（A

llan 1989=

一
九
九
三
）。

職
業
移
動
後
の
対
人
関
係
に
つ
い
て
論
じ
たP. M

. B
lau

（1956

）
も
、
移
動
者

の
選
ん
だ
交
友
関
係
が
移
動
後
の
相
互
作
用
と
サ
ポ
ー
ト
の
機
能
を
規
定
し
、
移

動
者
の
直
面
す
る
ジ
レ
ン
マ
に
対
し
て
重
大
な
機
能
を
果
た
す
と
述
べ
て
い
る
。
移

動
者
に
と
っ
て
誰
と
交
友
関
係
を
も
つ
か
は
社
会
統
合
に
大
き
く
か
か
わ
る
の
で
あ

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
個
人
が
新
し
い
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
内
面
化
す
る
う

え
で
重
要
と
な
る
の
は
、
日
常
的
に
接
す
る
周
囲
の
人
び
と
な
の
で
あ
る
（H

irsch 

1981

）。
そ
れ
ゆ
え
、
役
割
移
行
後
、
諸
個
人
が
日
常
的
に
接
す
る
他
者
の
違
い
が
、

新
し
い
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
意
味
づ
け
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
在
の
勤
務
先
で
の
勤
続
年
数
が
三
年
以
下
の
新
入
社
員

の
適
応
と
対
人
関
係
の
関
連
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
に
実
施
さ
れ
た
日
本
版

G
eneral Social Surveys

（JG
SS2003

）
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に

は
個
人
が
日
常
的
に
接
す
る
周
囲
の
人
び
と
の
う
ち
、
そ
の
人
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
成
す
る
う
え
で
価
値
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
選
ん
だ
複
数
の
相
談
相
手
か

ら
な
る
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
仕
事
満
足
度
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
る
。
仕
事
満

足
度
は
「
彼
ら
・
彼
女
ら
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
職
業
役
割
へ
の
情
緒
的
な
志
向
性
」

（K
alleberg 1977: 126

）
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
と
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
示
す
概
念
と
も
考
え
ら
れ
る
（
渡
辺 

二
〇
〇
〇
）。
さ
ら
に
、
仕
事
満
足
度
は

自
発
的
な
早
期
離
職
を
予
測
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、
一
般

に
仕
事
満
足
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
従
業
員
が
組
織
を
去
ろ
う
と
す
る
願
望
は

小
さ
く
な
る
（
金
子 

一
九
八
六
、 Riordan and G

riffeth 1995

）。
実
際
、
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
（
二
〇
〇
七
）
が
転
職
者
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
調
査
結
果
に

よ
れ
ば
、
前
職
の
仕
事
満
足
度
が
低
い
者
ほ
ど
、
勤
続
年
数
三
年
未
満
で
の
離
職
割

合
は
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
仕
事
満
足
度
が
低
い
ほ
ど
、
早
期
に
離
職
す
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構 

二
〇
〇
七
）。
し

た
が
っ
て
、
仕
事
満
足
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
新
し
い
職

業
役
割
へ
の
適
応
や
職
場
へ
の
定
着
に
関
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

二
　
役
割
移
行
後
の
対
人
関
係
は
適
応
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か

そ
れ
で
は
入
職
、
転
職
後
の
対
人
関
係
は
若
者
の
仕
事
満
足
度
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
し
て
、組
織
社
会
化
、

環
境
移
行
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
後
の
適
応
を
検
討
し
た
先
行
研
究
を
概
観
し
、
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
仮
説
を
導
き
出
す
。
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二
・
一
　
組
織
社
会
化
研
究

新
入
社
員
が
組
織
に
参
入
し
て
か
ら
そ
の
組
織
に
適
応
し
て
い
く
過
程
は
、
組

織
社
会
化
研
究
の
な
か
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
新
入
社
員
の
早

期
離
転
職
は
、
参
入
後
の
組
織
社
会
化
段
階
に
お
い
て
組
織
に
う
ま
く
適
応
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
組
織

適
応
を
円
滑
に
お
こ
な
う
こ
と
が
職
場
へ
の
定
着
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
（
竹
内 

二
〇
〇
四
）。
新
入
社
員
の
組
織
適
応
を
扱
っ
た
調
査
研
究
は
多
く
、
そ
こ
で
は
組

織
が
新
入
社
員
に
対
し
て
お
こ
な
う
組
織
社
会
化
の
施
策
や
職
場
で
の
人
間
関
係

が
、
仕
事
満
足
度
や
離
職
意
志
、
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
組
織
に
対
す
る
帰
属
意

識
）
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
（
若
林
ほ
か 

一
九
八
〇
、 

城
戸 

一
九
八
一
、 

田
尾
編 

一
九
九
七
、 

竹
内
・
竹
内 

二
〇
〇
四
な
ど
）。

た
と
え
ば
、
職
場
の
上
司
や
同
僚
と
の
関
係
が
新
入
社
員
の
仕
事
満
足
度
や
組
織

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
若
林
ほ
か 

一
九
八
〇
）。

若
林
満
ら
（
一
九
八
〇
）
は
、
新
規
大
卒
者
と
し
て
一
九
七
二
年
に
デ
パ
ー
ト
に
採

用
さ
れ
た
八
五
名
を
パ
ネ
ル
と
し
て
、
入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
過
程
や
職
場
へ
の

適
応
を
追
跡
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
入
社
後
の
上
司
と
の
垂
直
関
係
が
初
期
の

組
織
内
で
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
竹
内
・
竹
内
（
二
〇
〇
四
）
は
、
二
〇
〇
二
年
に
民
間
企
業
に
入
社
し
た

男
女
を
対
象
と
し
て
、
入
社
後
と
そ
の
一
年
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
し
て
、
既
存
の
組
織
メ
ン
バ
ー
が
新
入
社
員
に
対
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

や
役
割
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
新
入
社
員
の
組
織
の
目
標
や
規
範
、
価
値
観

の
受
容
度
を
高
め
、転
職
意
志
を
抑
制
さ
せ
る
効
果
を
も
つ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

新
入
社
員
に
限
ら
ず
、
職
場
で
の
交
流
機
会
（friendship opportunity

）
が
多
い

と
認
知
し
て
い
る
人
の
ほ
う
が
、
仕
事
満
足
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
（R

iordan and 

G
riffeth 1995

）。

職
場
や
組
織
の
外
で
の
対
人
関
係
を
加
味
し
た
調
査
研
究
に
お
い
て
も
、
職
場
内

や
組
織
内
の
相
談
相
手
を
も
つ
と
組
織
社
会
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。R

. P. Settoon 

と C
. L. A

dkins

（1997

）
は
ア
メ
リ
カ
の
精
神
衛
生
の
専
門
家

一
七
一
名
を
調
査
し
、
職
場
や
組
織
の
な
か
の
人
を
頼
り
、
良
好
な
対
人
関
係
を

も
つ
人
の
ほ
う
が
組
織
に
対
し
て
適
応
的
な
態
度
を
示
し
、
組
織
外
の
相
談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
つ
と
組
織
社
会
化
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
（Settoon 

and A
dkins 1997

）。
日
本
に
お
い
て
も
、
よ
く
似
た
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
西

村
ほ
か 

二
〇
〇
二
）。

上
記
の
組
織
社
会
化
研
究
で
は
、
職
場
の
内
と
外
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
に
相
談

相
手
が
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
職
場
の
内
と
外
の
両
方
に
相
談
相
手
が
い
る

場
合
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
新
入
社
員
を
対
象
と
し
た
分
析
で
は
な
い
が
、
職
場
内

外
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
扱
っ
た
分
析
が
い
く
つ
か
あ
る
。
安
田
雪
・
石
田
光
規

（
二
〇
〇
〇
）
は
、
先
端
情
報
通
信
産
業
に
属
す
る
一
社
の
従
業
員
六
八
名
を
対
象

と
し
た
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
仕
事
に
関
す
る
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
占
め
る
現

在
の
上
司
、
部
下
の
割
合
が
高
い
人
ほ
ど
、
仕
事
満
足
度
や
職
場
へ
の
帰
属
意
識
が

高
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
移
行
期
に
お
い
て
は
職
場
内
の
相
談
相
手
が
組
織
社
会
化
を

促
す
こ
と
で
、
役
割
移
行
も
円
滑
に
進
む
と
予
想
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
仕
事
満
足
度

も
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、職
場
内
の
人
か
ら
構
成
さ
れ
た
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
人
は
、
役
割
移
行
後
の
適
応
が
進
み
、
仕
事
満
足
度
も
高
い
と
予

想
さ
れ
る
。
一
方
、
職
場
外
の
相
談
相
手
を
も
つ
と
組
織
社
会
化
が
妨
げ
ら
れ
円
滑
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に
役
割
移
行
が
進
ま
な
い
た
め
、
仕
事
満
足
度
が
下
が
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
職
場

外
に
相
談
相
手
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
満
足
度
が
下
が
る
こ
と
は
、
新
入
社
員

だ
け
で
な
く
、
雇
用
者
全
般
に
あ
て
は
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
二
・
二
　
移
行
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
変
化

こ
れ
に
対
し
て
、
移
行
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
変
化
に
関
す
る
研
究
の
知
見

を
ふ
ま
え
る
と
、
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
職
場
内
の
人
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と

は
、
か
え
っ
て
役
割
移
行
後
の
環
境
適
応
を
阻
害
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
学
入
学
と
い
う
環
境
移
行
に
着
目
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
大
学
新
入
生
の
対
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
的
特
性
が
そ
の
後
の
大
学
生
活
へ
の
適
応
に
関
連
す
る
と
い

う
。
大
学
入
学
後
、
新
入
生
は
そ
れ
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
検
討
し
、
必
要

な
メ
ン
バ
ー
を
維
持
し
な
が
ら
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
組

み
入
れ
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
成
化
を
お
こ
な
う
（
山
本
／
ワ
ッ
プ

ナ
ー
編 

一
九
九
一
）。
大
学
新
入
生
の
対
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
調
べ
た
古
川
雅
文
ら

（
一
九
八
三
）
に
よ
れ
ば
、
入
学
直
後
は
入
学
以
前
か
ら
知
り
合
い
だ
っ
た
旧
環
境

の
人
が
、
心
理
的
に
近
し
い
人
と
し
て
多
く
あ
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
て
徐
々
に
新
環
境
に
属
す
る
人
（
入
学
後
に
知
り
合
っ
た
人
）
の
数
が
増
加
し
、

旧
環
境
の
人
の
数
は
減
少
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
新
環
境
の
人
と
の
関
係
が
増
え
、

旧
環
境
の
人
と
の
関
係
数
は
減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。
新
環
境
の
メ
ン
バ
ー
と

の
心
理
的
距
離
も
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
接
近
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、

旧
環
境
の
対
人
関
係
は
完
全
に
な
く
な
ら
な
い
。
旧
環
境
の
メ
ン
バ
ー
と
の
心
理
的

距
離
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
必
要
な
メ
ン
バ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
維
持
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
環
境
か
ら
新
環
境
へ
の
移
行
期
に
は
、

対
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
含
ま
れ
る
人
数
に
つ
い
て
は
新
旧
で
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
も

の
の
、
完
全
に
は
入
れ
替
わ
ら
ず
、
新
旧
の
環
境
の
メ
ン
バ
ー
が
融
合
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
つ
こ
と
に
な
る
（
古
川
ほ
か 

一
九
八
三
）。

上
記
の
研
究
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
化
と
大
学
生
活
へ
の
適
応
の
関
連

を
直
接
的
に
は
扱
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
新
し
い
状
況
へ
の
適
応
は
旧
環
境
に
お
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
部
分
的
に
維
持
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
含
ん
だ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
切
り
替
え（
転
換
）が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
促
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
が
大
学
新
入
生
に
特
有
の
現
象
で
は
な
く
、
新
入
社
員
の
役
割
移
行
後

の
適
応
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
仮
説
が
立
つ
。
時
間
の
経

過
と
と
も
に
新
し
い
職
場
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と
組
み
替
え
な
が
ら
も
、
入
職
前

や
転
職
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
考
え
ら
れ
る
職
場
以
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
維
持
し

て
い
る
人
の
ほ
う
が
、
よ
り
よ
く
適
応
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
役
割
移
行
後
し

ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
職
場
の
内
外
両
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
ほ
う
が
、
新
し

い
職
場
へ
の
適
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
仕
事
満
足
度
も
高
い
と
予
想
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
二
・
三
　
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
後
の
適
応
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度

そ
れ
に
対
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
密
度
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
含
ま
れ
る
人
同
士
の
相
互
関
係
が
緊
密
で
あ
る
と
、
ス
ト
レ
ス
対
処
の
た
め
に

提
供
さ
れ
る
サ
ポ
ー
ト
も
不
十
分
に
な
り
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス
対
処
を
弱
め
る
効
果

を
も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（H

irsch 1980

）。
逆
に
、密
度
の
低
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
、
い
い
か
え
れ
ば
開
放
性
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
う
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割

関
係
の
他
者
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
対
処
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う（W

ilcox 1981

）。
離
婚
女
性
を
対
象
と
し
た
調
査
か
らB

. 

L. W
ilcox

（1981

）
は
、
離
婚
後
の
生
活
に
首
尾
よ
く
適
応
し
て
い
る
女
性
は
離
婚

前
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
、
な
お
か
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
相
互
関
係

の
少
な
い
、
つ
ま
り
密
度
の
低
い
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
離
婚
後
の
生
活
に
不
適
応
を
き
た
し
て
い
た

女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
密
度
が
高
く
離
婚
前
後
で
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
離

婚
後
と
い
う
の
は
、
あ
る
人
が
新
し
い
役
割
行
動
を
と
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る

状
況
だ
と
想
定
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
密
度
の
低
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ

人
の
ほ
う
が
適
応
状
態
が
よ
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

役
割
あ
る
い
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
概
念
を
考
慮
す
る
と
、
上
記
の
結
果
を
説

明
で
き
る
（
浦 

一
九
九
二
）。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
内
部
に
多
数
の
種
類
の
関
係
性
が
含
ま
れ
て
お
り
、
重
複
し
た
役
割
関
係

を
も
つ
他
者
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、そ
れ
ら
多
く
の
関
係
性
か
ら
、

個
別
の
役
割
に
つ
い
て
的
確
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
い
る
と

想
定
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
ご
と
に
的
確
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
を
通
じ

て
、
人
は
自
ら
の
役
割
を
的
確
に
遂
行
し
、
さ
ら
に
そ
の
的
確
な
遂
行
を
通
じ
て
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
が
、
人
の
自
尊

心
を
高
め
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
積
極
的
な
対
処
を
う
な
が
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
こ

か
ら
、「
人
が
環
境
の
変
化
に
よ
り
よ
く
適
応
し
て
い
く
う
え
で
は
、
範
囲
が
広
く

密
度
の
低
い
対
人
関
係
が
好
都
合
」（
浦 

一
九
九
二: 

三
二
）
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
密
度
の
高
い
対
人
関
係
が
人
の
適
応
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
あ
る
。
役
割
の
安
定
感
を
失
い
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
拡
散
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
密
度
の
高
い
対
人
関
係
が
人
に
安
定
感
を
与
え
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
（
浦 

一
九
九
二
）。

本
稿
で
扱
う
入
職
、
転
職
後
の
適
応
は
、
環
境
変
化
後
に
新
し
い
役
割
行
動
を
と

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
場
面
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
役
割

移
行
期
に
あ
た
る
組
織
適
応
期
に
お
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が
低
い
ほ
ど
、
組

織
に
対
す
る
適
応
感
や
そ
れ
と
関
連
す
る
仕
事
満
足
度
は
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。対
照
的
に
、職
場
内
の
人
か
ら
構
成
さ
れ
た
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
緊
密
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
な
り
や
す
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
と
役
割
移
行

後
の
適
応
を
阻
害
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
職
後
、
転
職
後
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
密
度
と
労
働
者
の
仕
事
満
足
度
の
あ
い
だ
に
は
関
連
が
み
ら
れ
な
い
と
の
報

告
も
あ
る
。J. S. H

urlbert

（1991

）
は
、
米
国
で
一
九
八
五
年
に
お
こ
な
わ
れ
た

G
eneral Social Survey

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
そ
の
際
、
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
資
源
と
し
て
と
ら
え
た
。
分
析
の
結
果
、緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
こ
と
は
仕
事
満
足
度
に
効
果
を
も
た
な
い
が
、
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
占

め
る
同
僚
の
割
合
だ
け
で
な
く
親
族
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
仕
事
満
足
度
も
高
ま
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
僚
の
割
合
が
高
い
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
共
通
の
関

心
や
特
性
に
も
と
づ
い
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
の
で
、
そ
こ

で
は
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
仕
事
に

対
す
る
満
足
度
が
高
ま
る
。
ま
た
親
族
の
割
合
が
高
い
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
仕
事

の
ス
ト
レ
ス
や
問
題
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
源
に
な
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
満
足
度
が
高

ま
る
と
い
う
（H

urlbert 1991

）。
同
様
の
結
果
が
、
日
本
の
高
学
歴
女
性
を
対
象
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分
析
対
象
者
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
ま

で
有
職
の
男
女
の
う
ち
、
従
業
上
の
地
位
が

正
規
雇
用
あ
る
い
は
非
正
規
雇
用
で
、
後

述
の
仕
事
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
項
目
に
す
べ
て
回
答
し
て
い
る
三
九
七

ケ
ー
ス
に
限
定
し
た
。
自
営
業
主
・
家
族
従

業
員
を
分
析
か
ら
除
い
た
理
由
は
、
雇
用

者
よ
り
も
職
場
の
人
と
家
族
が
重
複
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
経

営
者
と
自
営
業
主
と
の
回
答
は
回
答
者
自

身
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
経

営
者
・
役
員
」
も
分
析
か
ら
除
い
た
。
な
お
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
分
析
か
ら
は
除
外
し

て
い
る
。
表
１
は
分
析
サ
ン
プ
ル
の
内
訳

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
三
・
二
　
変
数

従
属
変
数
は
仕
事
満
足
度
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の
仕
事
に
対
す
る
満
足

度
を
尋
ね
た
項
目
の
回
答
を
用
い
る
。「
不
満
」
と
の
回
答
が
非
常
に
少
な
か
っ
た

た
め
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
と
統
合
し
、「
不
満
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不

満
」「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」「
満
足
」
の
四
カ
テ

ゴ
リ
に
し
た
。
そ
の
際
に
、
値
が
大
き
い
ほ
ど
満
足
度
も
高
く
な
る
よ
う
に
値
を
割

と
し
た
調
査
研
究
か
ら
も
得
ら
れ
て
い
る
（
渡
辺 

二
〇
〇
〇
）。
つ
ま
り
、
役
割
移

行
後
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
仕
事
満
足
度
に
影
響
し
な
い
と
予

想
さ
れ
る
。

以
下
で
は
、
組
織
社
会
化
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
入
職
後
、
転
職
後
に
関
し

て
は
職
場
内
の
人
か
ら
構
成
さ
れ
た
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
と
仕
事
満
足
度
が

高
ま
る
」
と
い
う
第
一
の
仮
説
、
移
行
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
変
化
に
関
す

る
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
「
役
割
移
行
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
職
場
の
内
外
両
方
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
ほ
う
が
、
新
し
い
職
場
へ
の
適
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

仕
事
満
足
度
も
高
い
」
と
い
う
第
二
の
仮
説
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
後
の
適
応
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
密
度
に
関
す
る
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
「
役
割
移
行
期
に
あ
た
る
組
織
適
応

期
に
お
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が
低
い
ほ
ど
、
組
織
に
対
す
る
適
応
感
や
そ
れ

と
関
連
す
る
仕
事
満
足
度
は
高
く
な
る
」
と
い
う
第
三
の
仮
説
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
検
証
す
る
。

三
　
デ
ー
タ
と
変
数
︑
方
法

　
　
三
・
一
　
デ
ー
タ
と
分
析
サ
ン
プ
ル

分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ
は
、JG

SS2003 ︵
１
︶の
面
接
票
と
留
置
Ｂ
票
で
あ
る
。
こ
の

デ
ー
タ
か
ら
は
、
回
答
者
が
仕
事
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、
仕
事
上
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
り
す
る
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
仕
事
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
情

報
が
得
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
相
談
相
手
の
人
数
、
そ
の
相
談
相
手
の
う
ち
最
初

に
思
い
浮
か
ん
だ
四
人
と
回
答
者
の
役
割
関
係
、
相
談
相
手
同
士
が
知
り
合
い
か
ど

う
か
な
ど
の
情
報
で
あ
る
。
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り
ふ
っ
た
。

独
立
変
数
は
、
回
答
者
が
有
す
る
仕
事
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
回
答
者
の
個
人

属
性
に
関
す
る
七
変
数
で
あ
る
。
仕
事
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク︵２
︶に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ズ
、タ
イ
プ
、密
度
の
三
種
類
の
変
数
を
用
い
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
」と
は
、

回
答
者
が
仕
事
の
相
談
相
手
と
し
て
名
前
を
あ
げ
た
人
数
で
あ
る
。
相
談
相
手
五
人

目
以
降
に
つ
い
て
は
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
五
人
以
上
相
談
相
手
を
あ

げ
た
回
答
者
に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
を
「
４
」
と
し
て
扱
う
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
イ
プ
」
と
は
、
最
大
四
人
ま
で
あ
げ
ら
れ
た
相
談
相
手
と

回
答
者
と
の
役
割
関
係
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
し
た
。
こ
の
変
数
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
か
ら
な
り
、
一
つ
は
「
職
場
型
」
で
相
談
相
手
が
全
員
職
場
の
上
司
・
同
僚
・
部

下
で
占
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
二
つ
目
は
「
職
場
以
外
型
」
で
相
談
相
手

が
全
員
職
場
以
外
の
人
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
相
談
相
手
の
な

か
に
職
場
の
人
と
職
場
以
外
の
人
両
方
が
含
ま
れ
る
場
合
で
「
複
合
型
」
と
し
た︵３
︶。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
」
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
ン
バ
ー
同
士
の
実
際
に
存
在

す
る
つ
な
が
り
の
数
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
ン
バ
ー
同
士
の
理
論
上
存
在
し
う
る

つ
な
が
り
の
数
で
除
し
た
値
で
あ
る
（M

itchell 1969=

一
九
八
三
、 W

ilcox 1981

、

H
urlbert 1991

）
︵
４
︶。
仕
事
の
相
談
相
手
同
士
は
「
知
り
合
い
で
あ
る
」
と
回
答
者
が

答
え
た
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
ン
バ
ー
同
士
に
つ
な
が
り
が
存
在
す
る
も
の
と

み
な
し
、「
知
り
合
い
で
は
な
い
で
は
な
い
と
思
う
」「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
場

合
は
つ
な
が
り
が
な
い
も
の
と
み
な
し
た
。
先
行
研
究
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
を

計
算
す
る
際
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
が
二
人
以
上
の
ケ
ー
ス
に
限
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
本
稿
も
こ
れ
に
準
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ

イ
ズ
」
は
二
人
か
ら
四
人
の
範
囲
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、回
答
者
の
年
齢
、性
別
、教
育
年
数︵５
︶、雇
用
形
態
、勤
続
年
数
、職
種
（
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
ダ
ミ
ー
）、
個
人
年
収
の
七
つ
の
個
人
属
性
を
統
制
変
数
と
し
て
用

い
る
。
雇
用
形
態
は
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の
二
カ
テ
ゴ
リ
を
設
定
し
、経
営
者
・

役
員
を
除
く
常
時
雇
用
者
を
「
正
規
雇
用
」、
臨
時
雇
用
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
社
員
を
「
非
正
規
雇
用
」
に
分
類
し
た
。
勤
続
年
数
は
現
在
の
就
業
先
（
会
社
・

組
織
）
に
お
け
る
通
算
の
勤
続
年
数
で
あ
り
、
役
割
移
行
後
の
経
過
年
数
を
あ
ら
わ

す
変
数
と
し
て
用
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
移
行
期
が
何
年
間
続
く
か
は
個
人
差
も
あ
り

一
概
に
決
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
本
稿
で
は
、
移
行
期
を
職
業
の
安
定
性
を
得

る
ま
で
、
つ
ま
り
仕
事
に
お
い
て
一
人
前
に
な
る
ま
で
の
期
間
と
暫
定
的
に
定
義
す

る
。
勤
続
年
数
が
三
年
以
下
で
あ
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
、「
勤
続
三
年
以
下
」と「
勤

続
四
年
以
上
」
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
、「
勤
続
三
年
以
下
」
を
役
割
移
行
期
と
す
る
。

個
人
年
収
は
、
調
査
年
の
前
年
（
二
〇
〇
二
年
）
一
年
間
に
仕
事
か
ら
得
た
収
入
で

あ
る
。
便
宜
的
に
、
調
査
票
の
回
答
カ
テ
ゴ
リ
の
平
均
値
を
個
人
年
収
の
実
額
（
万

円
）
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
を
対
数
変
換
し
た
も
の
を
分
析
に
は
用
い
た
。

さ
ら
に
、役
割
移
行
期
に
お
け
る
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
影
響
を
分
析
す
る
た
め
、

勤
続
三
年
以
下
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
、
勤
続
三
年
以
下
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

タ
イ
プ
（「
職
場
型
」、「
複
合
型
」）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
の
交
互
作
用
効
果
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

　
　
三
・
三
　
分
析
モ
デ
ル

先
行
研
究
で
は
、
仕
事
満
足
度
を
連
続
変
数
と
み
な
し
、
分
散
分
析
あ
る
い
は
重

回
帰
分
析
に
よ
っ
て
仕
事
満
足
度
と
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
連
を
調
べ
て
い
る

（H
urlbert 1991

、 
安
田
・
石
田 

二
〇
〇
〇
、 

渡
辺 

二
〇
〇
〇
）。
だ
が
本
稿
の
分
析
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デ
ー
タ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
仕
事
満
足
度
の
分
散
が
異
な
り
等

分
散
性
の
仮
定
が
満
た
さ
れ
な
い
の
で
、
重
回
帰
分
析
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
こ
で
順
序
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
仕
事
満
足
度
に
対

す
る
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
。
順
序
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回

帰
の
リ
ン
ク
関
数
は
、
従
属
変
数
で
あ
る
仕
事
満
足
度
の
分
布
を
考
慮
し
て
、
プ
ロ

ビ
ッ
ト
を
選
ん
だ
（
石
村 

二
〇
〇
五
）。

順
序
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
モ
デ
ル
は
、
従
属
変
数
が
三
つ
以
上
の
カ
テ
ゴ
リ

を
も
ち
、
そ
れ
ら
に
順
序
が
あ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
解
析
法
で
あ
る
（
太
郎
丸 

2005

）。
式
１
の
よ
う
な
回
帰
式
を
、
従
属
変
数
の
カ
テ
ゴ
リ
数
Ｊ
︲
１
個
た
て
、

従
属
変
数
が
あ
る
値(

ｊ)

以
下
の
値
を
と
る
確
率
を
予
測
す
る
。
こ
の
よ
う
に
係

数
に
か
か
る
符
号
が
負
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
推
定
さ
れ
た
係
数
が
負
の
場
合
、
そ

の
独
立
変
数
が
大
き
い
ほ
ど
従
属
変
数
は
小
さ
な
値
を
と
る
確
率
が
高
ま
り
、
逆
に

正
の
場
合
に
は
独
立
変
数
が
大
き
い
ほ
ど
従
属
変
数
が
大
き
な
値
を
と
る
確
率
が
高

ま
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
分
析
で
は
、
従
属
変
数
の
値
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
仕
事

の
満
足
度
が
高
ま
る
よ
う
に
設
定
し
た
の
で
、
推
定
さ
れ
た
係
数
の
符
号
が
正
な
ら

ば
独
立
変
数
が
大
き
い
ほ
ど
仕
事
に
満
足
し
て
い
る
確
率
が
高
ま
り
、
負
な
ら
ば
そ

の
独
立
変
数
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
仕
事
に
対
し
て
不
満
で
あ
る
確
率
が
高
ま
る
と
解

釈
で
き
る
。

四
　
分
析
結
果

　
　
四
・
一
　
記
述
統
計

多
変
量
解
析
を
お
こ
な
う
前
に
、
仕
事
満
足
度
の
回
答
分
布
を
勤
続
三
年
以
下
の

新
入
社
員
と
四
年
以
上
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
確
認
し
て
お
く
。
勤
続
年
数
に
か
か
わ

ら
ず
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
が
約
四
〇
％
を
占
め
、
全
体
的
に
満
足
し
て

い
る
人
が
多
い
。「
不
満
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
は
ど
ち
ら
も
一
〇
％
程
度

で
あ
っ
た
。
次
に
各
個
人
属
性
と
仕
事
満
足
度
の
ク
ロ
ス
集
計
を
お
こ
な
っ
た
（
結

果
を
示
し
た
表
は
省
略
）。
そ
の
結
果
、
勤
続
四
年
以
上
の
ケ
ー
ス
で
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
の
ほ
う
が
、他
の
職
種
よ
り
も
仕
事
満
足
度
が
有
意
に
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

他
の
変
数
や
勤
続
三
年
以
下
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
個
人
属
性
と
仕
事
満
足
度
の

あ
い
だ
に
有
意
な
関
連
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
と
仕
事

満
足
度
の
関
連
を
み
て
い
く
（
表
２
、
表
３
）。
勤
続
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
と
仕
事
満
足
度
の
あ
い
だ
に
有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
勤
続
三
年
以
下
で
は
有
意
差
は
な
か
っ
た
一
方

で
、
勤
続
四
年
以
上
で
は
職
場
以
外
型
で
「
満
足
」
し
て
い
る
人
が
多
く
、
複
合
型

で
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
の
人
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
密
度
に
関
し
て
は
勤
続
四
年
以
上
で
有
意
差
は
み
ら
れ
な
い
。
勤
続
三
年
以
下
で

は
、「
０
・
５
～
１
・
０
」
未
満
の
場
合
に
仕
事
に
対
し
て
満
足
し
て
い
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
た
。
逆
に
仕
事
に
不
満
な
人
が
多
か
っ
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が

「
０
」
の
と
き
、
つ
ま
り
相
談
相
手
同
士
が
知
り
合
い
で
は
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
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四
・
二
　
仮
説
の
検
証  

︱
順
序
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
に
よ
る
分
析
結
果
︱

表
４
に
、
順
序
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
が
仕
事

満
足
度
に
直
接
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
た
結
果
を
示
す
。

モ
デ
ル
１
は
、
個
人
属
性
と
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
三
つ
の
特
性
で
仕
事
満
足
度

を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
の
雇
用
者
全
般

に
関
す
る
仕
事
満
足
度
の
規
定
要
因
と
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
の
主
効
果
を
推
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
性
別
や
雇
用
形
態
、
勤
続
年
数
、
個
人
年
収
と
い
っ
た
個
人
属
性
は
仕

事
満
足
度
に
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
。
一
〇
％
水
準
で
有
意
で
は
あ
る
が
、

年
齢
が
仕
事
満
足
度
に
有
意
な
効
果
を
も
ち
、
年
齢
が
高
い
ほ
ど
仕
事
に
対
し
て
満

足
し
て
い
る
確
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ

も
プ
ラ
ス
の
有
意
な
効
果
を
も
つ
。
つ
ま
り
、
相
談
相
手
が
多
い
ほ
ど
仕
事
へ
の
満

足
度
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
イ
プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は

仕
事
満
足
度
に
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

次
の
モ
デ
ル
２
に
は
、
モ
デ
ル
１
の
独
立
変
数
に
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
、
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
イ
プ
の
交
互

作
用
項
を
加
え
て
い
る
。
も
し
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
職
場
型
の
交
互
作
用
項

が
有
意
な
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
つ
な
ら
ば
、
仮
説
１
が
支
持
さ
れ
る
。
一
方
、
勤
続

三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
複
合
型
の
交
互
作
用
項
が
有
意
な
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
つ
な
ら

ば
、
仮
説
２
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
交
互
作
用
項
を
投
入
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
モ
デ
ル
１
で
有
意
だ
っ
た
年
齢
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
イ
ズ
の
効
果
は
有
意
で

は
な
く
な
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
イ
プ
の
複
合
型
ダ
ミ
ー
の
主
効
果
に
マ
イ
ナ
ス

の
効
果
と
（
た
だ
し
、
一
〇
％
水
準
で
有
意
）、
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
複
合
型

の
交
互
作
用
項
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
複
合
型
の
相
談
ネ
ッ
ト
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す
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、「
入
職
後
、
転
職
後
に
関
し
て
は
職
場
内
の
人
か
ら
構
成
さ

れ
た
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
と
仕
事
満
足
度
が
高
ま
る
」
と
い
う
第
一
の
仮
説

を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
三
の
仮
説
で
あ
る
「
役
割
移
行
期
に

あ
た
る
組
織
適
応
期
に
お
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が
低
い
ほ
ど
、
組
織
に
対
す

る
適
応
感
や
そ
れ
と
関
連
す
る
仕
事
満
足
度
は
高
く
な
る
」も
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。

勤
続
三
年
以
下
の
新
入
社
員
に
関
し
て
、
職
場
内
の
み
に
相
談
相
手
を
も
つ
こ
と
が

必
ず
し
も
仕
事
満
足
度
を
高
め
る
と
は
い
え
ず
、
職
場
と
そ
れ
以
外
両
方
に
相
談
相

手
を
も
つ
と
、仕
事
に
対
す
る
不
満
が
緩
和
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

第
二
の
「
役
割
移
行
後
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
職
場
の
内
外
両
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
す
る
ほ
う
が
、
新
し
い
職
場
へ
の
適
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
仕
事
満
足
度
も

高
い
」
と
い
う
仮
説
が
支
持
さ
れ
る
と
い
え
る
。

五
　
議
論

本
稿
で
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
雇
用
者
を
対
象
と
し
て
仕
事
の
相
談

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
性
が
入
職
後
、
転
職
後
の
仕
事
満
足
度
に
与
え
る
影
響
を
検
討

し
た
。JG

SS2003

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、Hurlbert

（1991

）
や
渡
辺
（
二
〇
〇
〇
）

の
結
果
と
同
様
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
仕
事
満
足
度
に
対
し
て
有
意
な
効
果
を
も

た
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
仕
事
の
相
談
相
手
を
職
場
内
と
そ
れ
以
外
両
方

に
も
つ
場
合
に
は
仕
事
満
足
度
が
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
勤
続
三
年
以
下
の
役

割
移
行
期
に
お
い
て
は
職
場
内
外
両
方
に
仕
事
の
相
談
相
手
を
も
つ
と
、
仕
事
に
対

す
る
不
満
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ワ
ー
ク
を
も
つ
人
は
仕
事
に
不
満
で
あ
る
確
率
が
高
ま
る
が
、
勤
続
三
年
以
下
の
場

合
に
複
合
型
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
と
仕
事
に
対
す
る
不
満
が
軽
減
さ
れ
る

確
率
が
高
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
分
析
結
果
か
ら
、
仮
説
１
で
は
な
く
、

仮
説
２
が
裏
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

モ
デ
ル
３
は
、モ
デ
ル
１
の
独
立
変
数
に
、勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
サ
イ
ズ
、
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
の
交
互
作
用
項
を
追

加
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
仮
説
３
が
正
し
け
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が
低
い

ほ
ど
仕
事
に
対
し
て
満
足
で
あ
る
確
率
が
高
ま
り
、
逆
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
が
高

い
ほ
ど
仕
事
に
対
し
て
不
満
に
な
る
確
率
が
高
ま
る
の
で
、
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
の
交
互
作
用
は
有
意
な
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
つ
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
分
析
の
結
果
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
主
効
果
だ
け
で
な
く
勤
続

三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
の
交
互
作
用
に
つ
い
て
も
統
計
的
に
有
意
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
勤
続
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
仕
事
満

足
度
に
影
響
し
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
、
仕
事
満
足
度
に
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
密
度
が
有
意
な
効
果
を
も
た
な
い
と
い
うH

urlbert

（1991

）や
渡
辺
（
二
〇
〇
〇
）

の
分
析
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。

最
後
の
モ
デ
ル
４
は
、
モ
デ
ル
２
に
勤
続
三
年
以
下
ダ
ミ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密

度
の
交
互
作
用
項
を
投
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
モ
デ
ル
３
同

様
、
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
。
有
意
な
効
果
を
も
つ
変
数
は
モ
デ
ル
２
と
同

じ
で
あ
っ
た
。
モ
デ
ル
の
あ
て
は
ま
り
の
よ
さ
を
示
す
Ａ
Ｉ
Ｃ
と
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
値
は
、

モ
デ
ル
４
に
比
べ
て
モ
デ
ル
２
の
ほ
う
が
小
さ
い
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度

の
交
互
作
用
項
の
入
っ
て
い
な
い
モ
デ
ル
２
の
ほ
う
が
、
よ
り
よ
く
仕
事
の
満
足
度

を
予
測
で
き
る
モ
デ
ル
だ
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
モ
デ
ル
２
を
採
用
す
る
こ
と
に
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役
割
移
行
期
に
職
場
内
の
相
談
相
手
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

も
っ
て
い
て
も
、
職
場
外
の
相
談
相
手
の
み
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
人
と

同
じ
ぐ
ら
い
仕
事
満
足
度
が
低
か
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
負
の
側
面
が
あ
ら
わ
れ
た
結

果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
職
場
の
人
へ
の
相
談
を
つ
う
じ
て
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
職
務
遂
行
を
促
す
の
で
満
足
度
を
高
め
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
は
「
他
者
に
依
存
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
受
動
的
に
安
寧
を
享
受
す
る
と
い
う
、
自
律
性
の
放
棄
と
し
て
の
特
質
を
も

つ
」（
浦 

一
九
九
二: 

一
一
三
）
こ
と
も
あ
る
。
職
場
内
の
人
に
相
談
す
る
こ
と
は
、

特
に
一
人
前
に
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
に
と
っ
て
、
自
律
的
な
職
務
遂

行
を
妨
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
仕
事
満
足
度
を
低
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
役
割
移
行
後
に
「
複
合
型
」
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
こ

と
が
仕
事
満
足
度
に
プ
ラ
ス
に
は
た
ら
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
入
職
や
転
職

と
い
っ
た
職
業
移
動
を
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
観
点
か
ら
と
ら
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
な

解
釈
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
入
職
や
転
職
は
「
人
と
人
と
が
結
び
つ
き
新

た
な
関
係
性
が
で
き
あ
が
る
よ
う
な
出
来
事
」（
浦 

一
九
九
二: 

五
）
で
あ
る
と
表

面
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
入
職
や
転
職
の
前
に
多
く
の
人
は
卒
業
や
退
職
と

い
っ
た
「
そ
れ
ま
で
の
関
係
が
終
わ
り
を
告
げ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
切
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
出
来
事
」（
浦 

一
九
九
二: 

五
）
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
し

い
役
割
へ
の
移
行
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
人
を
位
置
づ
け
て
き
た
な
じ
み
深
い
文
脈
か

ら
離
脱
さ
せ
る
の
で
、「
古
い
つ
な
が
り
を
断
ち
切
る
時
に
、
人
は
自
己
定
義
の
手

段
も
失
っ
て
し
ま
う
」（B

ridges 1980=

一
九
九
四: 

一
二
七
）。
つ
ま
り
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
を
引
き
起
こ
し
大
き
な
苦
悩
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
入
職
や
転
職
は
、
一
方
で
そ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
定
的
な
役
割
の
喪
失
を
生
起
さ
せ
、
他
方
で
新
し
い
結
び
つ
き
を
生
み
だ

す
こ
と
か
ら
新
た
な
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
内
面
化
を
要
請
す
る
よ
う
な
、
二

つ
の
側
面
を
も
つ
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
後
は
、
役
割
移
行
前
か
ら
の
対
人
関
係
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
も
っ
て
い
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
が
軽
減
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
役
割
移
行
前
か
ら
の
対
人
関
係
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
職
場
以
外

の
人
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
役
割
関
係
の
他
者
で
あ
る
職
場

内
の
人
を
相
談
相
手
と
し
て
も
っ
て
い
れ
ば
、
仕
事
を
遂
行
す
る
う
え
で
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
承
認

が
得
ら
れ
、
新
し
い
役
割
に
対
す
る
肯
定
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
促
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
役
割
移
行
後
の
適
応
に
は
、
新
た
な
役
割
関

係
の
他
者
で
あ
る
職
場
内
、
組
織
内
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

も
重
要
な
要
因
に
な
り
う
る
（Settoon and A

dkins 1997

、
西
村
ほ
か 

二
〇
〇
二
、

竹
内
・
竹
内 

二
〇
〇
四
）。
つ
ま
り
、
役
割
移
行
期
に
お
い
て
は
新
し
い
役
割
関
係

の
他
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
他
者
を
含
む
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
が
円
滑
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
入
学
、
就
職
、
退
職
、
死
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
後
の
移
行
に
お
い
て

は
、
人
は
特
に
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
が
、「
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
が
成
し
遂
げ
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
成
の
成
否
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
」（
山
本
／
ワ
ッ
プ
ナ
ー

編 

一
九
九
一: 

二
〇
二
）
と
い
え
よ
う
。

本
稿
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
仕
事
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
職
場
の
人
で
占
め
ら
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れ
て
い
る
こ
と
が
直
接
的
に
仕
事
満
足
度
を
高
め
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
社

員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
が
、
労
働
者
の
仕
事
満
足
度
を
高
め
る
効
果
を
も

つ
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
（
立
道 

二
〇
〇
七
）。
新
し
く
職
場
の
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
た
人
を
組
み
入
れ
る
た
め
の
方
策
や
し
く
み
は
、「
他
者
と
出
会
い
新
し
い

交
際
の
結
び
つ
き
を
成
長
さ
せ
て
い
く
簡
単
な
手
が
か
り
を
当
事
者
に
与
え
て
く
れ

る
」（A

llan 1989=
一
九
九
三: 

六
五
）。
こ
の
こ
と
は
、
制
度
上
の
サ
ポ
ー
ト
の
有

無
が
新
参
者
の
統
合
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
今
後
は
、
各

企
業
が
実
施
し
て
い
る
制
度
的
な
支
援
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

現
代
の
日
本
は
「
社
会
の
﹃
あ
た
り
ま
え
﹄
に
従
っ
て
さ
え
い
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の

若
者
が
安
定
し
た
﹃
場
﹄
の
一
員
に
な
れ
た
社
会
か
ら
、
そ
う
い
う
標
準
コ
ー
ス

の
な
い
社
会
」（B

rinton 2008: 187

）
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
若
者
が
労
働
市
場

に
安
定
し
た
足
場
を
得
る
の
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
の
は
個
人
的
要
因
と
い
う
よ

り
も
、
従
来
、
若
者
の
移
行
を
支
え
て
い
た
学
校
制
度
や
雇
用
制
度
な
ど
の
社
会

的
な
制
度
基
盤
が
社
会
変
化
の
な
か
で
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

（
今
津 

二
〇
〇
八
、B

rinton 2008

）。
移
行
は
時
間
と
と
も
に
自
動
的
に
な
さ
れ
る

も
の
で
も
、
個
人
の
力
の
み
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、「
諸
種
の
社
会

的
装
置
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
個
人
に
は
た
ら
き
か
け
て
移
行
さ
せ
る
も
の
」（
今
津 

二
〇
〇
八: 

一
三
〇
）
で
あ
る
。
移
行
の
推
進
力
を
高
め
る
た
め
に
、
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
の
制
度
化
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
若
者
が
労
働
市
場
に
安
定
し
た
足
場
を

得
る
た
め
に
は
、
役
割
移
行
後
に
職
場
に
依
存
す
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
よ

り
も
、
職
場
と
緩
や
か
な
結
び
つ
き
を
も
て
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ほ
う
が
、
職

業
の
安
定
化
が
促
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、「
複
合
型
」
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
効
果
に
関
す
る
理
論
的
説
明
を
精
緻
化
す
る
と
と
も
に
、
結
婚
や
退
職
な
ど
、

入
職
や
転
職
以
外
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
後
の
適
応
に
も
あ
て
は
ま
る
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

［
注
］

（
１
）　
︹
二
次
分
析
︺
に
当
た
り
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
附
属
日
本
社
会
研
究
情
報
セ

ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
「
日
本
版G

eneral Social Surveys

」（
大
阪

商
業
大
学
比
較
地
域
研
究
所
・
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）
の
個
票
デ
ー
タ
の
提
供

を
受
け
た
。
日
本
版G

eneral Social Surveys

（JG
SS

）
は
、
大
阪
商
業
大
学
比
較
地

域
研
究
所
が
、
文
部
科
学
省
か
ら
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
拠
点
と
し
て
の
指
定
を
受

け
て
（
一
九
九
九
―
二
〇
〇
三
年
度
）、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
と
共
同
で
実
施

し
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
（
研
究
代
表:

谷
岡
一
郎
・
仁
田
道
夫
、
代
表

幹
事:

佐
藤
博
樹
・
岩
井
紀
子
、
事
務
局
長:

大
澤
美
苗
）。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究

所
附
属
日
本
社
会
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
が
デ
ー
タ
の
作
成

に
協
力
し
て
い
る
。

（
２
）　

こ
こ
で
の
仕
事
の
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
回
答
者
が
「
仕
事
に
つ
い
て
相
談
し
た

り
、
仕
事
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
人
」
と
し
て
思
い
浮
か
べ
た
最
初
の
四
人
を
指

す
。

（
３
）　

仕
事
の
相
談
相
手
と
の
役
割
関
係
に
関
し
て
は
「
配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）」「
親
ま
た

は
子
ど
も
」「
兄
弟
姉
妹
・
そ
の
他
の
家
族
・
親
せ
き
」「
職
場
の
上
司
ま
た
は
部
下
」「
職

場
の
同
僚
（
上
司
・
部
下
以
外
）」「
そ
の
他
の
仕
事
関
係
」「
同
じ
組
織
や
団
体
に
加

入
し
て
い
る
人
」「
近
所
の
人
」「
友
人
」「
そ
の
他
」
の
十
個
の
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
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て
い
る
。
回
答
者
と
回
答
者
が
選
ん
だ
仕
事
の
相
談
相
手
と
の
役
割
関
係
の
内
訳
は
付

表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
４
）　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
、次
の
計
算
式（
式
２
）で
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｎ
ａ
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
メ
ン
バ
ー
同
士
の
実
際
に
存
在
す
る
つ
な
が
り
の
数
を
、
Ｎ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
サ
イ
ズ
、
す
な
わ
ち
回
答
者
が
名
前
を
挙
げ
た
相
談
相
手
の
数
を
あ
ら
わ
す
。
計

算
式
の
分
母
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
ン
バ
ー
同
士
の
理
論
上
存
在
し
う
る
つ
な
が
り
の

数
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

（
５
）　

卒
業
、
中
退
に
か
か
わ
ら
ず
回
答
者
が
最
終
的
に
進
学
し
た
学
校
を
も
と
に
、
卒
業
ま

で
の
標
準
就
学
年
を
計
算
し
、
そ
れ
を
教
育
年
数
と
し
た
。
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Job Satisfaction of New Employees: Effects of Social Network 
on Adjustment to New Role

MIYATA Naoko

The purpose of this study is to examine the effects of discussion network on new employees’ job 

satisfaction, based on the data from 2003 Japanese General Social Surveys (JGSS-2003). This analysis makes it 

clear that the impact of social network on adaptations after role transition.

The close interpersonal relationships are important when one defines a new role identity. Blau (1956) 

suggests, friendships after Occupational mobility affect one’s social integration. 

Based on the previous researches about organization socialization, environmental transition, and adjustment 

to marital disruption, it is possible to establish three hypotheses of characteristics of network structure: i.e. 

network density, network composition.

The result supports the second hypothesis, for a while after job shift, those who have discussion network 

within as well as outside of their workplace show higher job satisfaction.

This result suggests that in order to adapt to a new role, mobile persons should establish interpersonal 

relationships with others in new environment while keeping those in old environment.

Key words :  transition,  life event,  discussion network,  job shift,  new employees


